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OKIのAI技術と適用事例

須崎　 昌彦

　ディープラーニングに代表されるような人工知能（AI）
を構成する要素技術は日々進化し、学術論文を保存・公開
するアーカイブサイトには世界中から毎日のように新しい
論文が投稿されている。学術界は新しい技術の継続的な
研究と公開によりAIの進化に大きく貢献している。これに
対比して産業界に課せられた役割は、これらの技術を実課
題に適用、または適用できるように改良することによってAI
の恩恵を社会に還元すること、すなわち社会実装を進めて
いくことである。そのためOKIのようなITベンダーは要素
技術の開発だけでなく、適用技術を開発してAI適用の製
品やソリューションの事例を積み上げることも重要となる。
本稿では、最近のOKIテクニカルレビューの記事を振り返
り、これまでOKIが実課題にAIを適用してきた事例をいくつ
か説明する。また、本特集に掲載されている記事について
も簡単に紹介する。

　一般にAI技術とは機械学習を用いた手法のことを言う。
大量のデータからコンピューターが自動的に特徴を抽出
し、データに埋もれている規則性やパターンを見出す。一
方で、AIを使う側からはもう少し広い意味で、データを高
精度かつ効率的に処理する技術・ツールであると定義する
ことが多い。いずれにしてもAIの構成要素として、技術と
共にデータの持つ重要性は非常に大きい。
　今年度を最終年度とする中期経営計画2019で、OKIは
「IoTのOKI」を目指し、「センシング・デバイス」、「ネットワー
ク」、「データ処理・運用」を「IoTビジネスプラットフォーム」
として体系化した。これにより、お客様のデジタル変革の
ニーズに合わせ、プロダクトからソリューション及びサービ
スまで一貫して提供できる。IoTビジネスプラットフォーム
をデータの観点で見ると、データ取得から活用までをトー
タルで提供できることを意味している。
　OKIのIoTによるデジタル変革のポジショニングは、端末
側と業務特化にネットワークを掛け合わせた領域である
（図1）。センサーやゲートウェイなどの端末（エッジデバイ
ス）には、社会システム向けで培ったセンシング技術に強

みを持つ。また、業務特化の領域では、強固な顧客基盤を
軸とした各種データのハンドリングに関するノウハウに特
長を持つ。これらの領域にAIを適用することで、プロダクト、
ソリューション及びサービスの価値をより高めることが期
待できる。

OKI

図 1　OKI のデジタル変革ポジショニング

　AIは顧客のデジタル変革だけでなく、社内の変革も加
速できる。製造部門の生産性向上や各種サービス・サポー
ト業務効率化などである。社内で積み上げた実績を元にし
たソリューション提供や、業務効率化による品質向上など、
これらは社内活用に留まらずOKIのサービス価値を高める
ことにもつながる。
　以下ではエッジデバイス、業務特化、社内変革について
OKIのAI適用の事例を紹介する。

　エッジデバイスでのO K Iの強みは音響センサーや光
センサーなどのセンサー技術と、画像や電波などの信号
処理技術である。特に近年では監視カメラの普及などによ
り、エッジデバイスで画像センシングするニーズは高くなっ
ている。OKIの画像センシングは2000年代前半から機械
学習手法を取り入れている。顔認識や人物認識では、大量
の画像データを元に機械学習で特徴を抽出し、それを辞
書としてパターンマッチングする方式を開発してきた。こ
れらをミドルウェアとしてライブラリー化し、本稿でも紹介する
ソリューションの一部にも組み込んでいる。

IoT戦略とAI

エッジデバイスAI
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　エッジデバイス領域に関連する最近のAI適用事例を表１
に示す。

OKI

　映像IoTシステムAISIONの中核装置である映像IoT-GW
に、車両の車種判別技術を組み込んだ事例が[1-1]である。車
種判別はあらゆる天候条件でも高い認識率を維持する必要
があるため、画像認識特有の周波数分析技術にディープラー
ニングを組み合わせた「周波数重畳ディープラーニング」方
式を採用している。これにより雪や雨など車種判別にとって
の障害を排除することができる。一方で、映像IoT-GWはエッ
ジデバイスという性質上、CPUの能力やメモリー量に制限が
ある。そこで、各種のディープラーニング軽量化技術を組み
合わせることで、軽量実装と環境耐性の両立を実現している。
　画像センシングとLiDARによる三次元センシングの組
合わせにより、工事現場の安全を監視するシステムの事例
が[1-2]である。カメラによる画像センシングは画像中の物
体が何であるかを判別することができるが、夜間や塵、煙
などで視界が悪いときに十分な性能を発揮できない。一方
でLiDARによる三次元センシングではあらゆる環境でも
対象物を計測できるが、それが何であるかを判別すること
が難しい。これらの長所を組み合わせ、弱点を補うことで、
工事現場という悪環境でも高精度に重機や車両と人物を
分離する。画像による人物の検出では先に説明した人物
認識のミドルウェアを組み込んでいる。
　エッジデバイス領域では、本特集でOKI独自のディープ
ラーニング軽量化技術（「ディープラーニングのモデル軽
量化技術」）、光ファイバーセンサーで取得する信号の雑
音除去をディープラーニングで行った事例（「シミュレー
ションを活用したディープラーニング技術開発とエッジ端
末への実装」）、音響センシングにAIを用いた事例（「音響
センシングによる異音検知」）を紹介している。

　センシングによるリアルタイムデータやログなどの蓄積
データを元に、お客様の業務に特化した課題を解決する業
務特化領域のAI適用事例を表2に示す。

表 2　業務特化領域のAI 適用事例

（１）異常検知による品質管理コスト低減
　製造業では、製品出荷判定の効率化、出荷後の予防保
全、及び製造装置などの工場設備メンテナンス時期最適
化のため、機器異常検知・異常の予兆検知のニーズが高い。
一般にAIによる異常検知は、機器の正常な動作状態を学
習し、そこから外れる動作を異常として検知する。振動デ
ータによる異常検知（[2-1]）、動作ログによる予兆検知
（[2-2]）もこの考え方に従っている。振動分析でのOKIの
特長は、非負値行列因子分解という手法を用いて機器の
特徴的な振動成分を高精度に抽出できることである。また
動作ログ分析の特長は、対象となる機器の正常時のデー
タの分布に最もよく一致する確率分布関数を当てはめる
と共に、その分布から外れる頻度の時間的な変化を捉え
て予兆を検知できる点である。これらの手法の有効性は実
データで実証されている。
　本特集号では、より複雑な構造を持つ機器の異常検知
（「多様な動作パターンをもつ機器に適用できる振動デー
タを用いた故障予兆検知手法」）やBEMSデータを用い
た異常検知（「BEMSデータによる建物内設備の異常検
知」）、ATMの状態情報と行動認識を用いたATM異常検
知技術（「動画像認識を用いた異常検知技術」）を紹介
している。
（２）コンタクトセンターのオペレーター補助
　コンタクトセンターの業務にもAIを適用した事例が報告
されている。[2-3]ではOKIのAI対話システムを利用したオ
ペレーターの支援や、お客様との対話自体をAIが行うこと
でコンタクトセンターの高度化・効率化を目指している。
OKIのAI対話システムは単に質問に応答するのではなく、
対話オントロジーを用いたラダリングという手法により、対
話を重ねることでお客様の真のニーズを引き出すことが
特長である。
　 [2-4]は、お客様との対話の記録に対してテキストマイ
ニング技術を用い、製品やソリューションに関するお客様

表 1 エッジデバイス領域のAI 適用事例

業務特化AI

OKI

＊1）AISIONは、沖電気工業株式会社の登録商標です。　＊2）AISION（アイシオン）：AI（人工知能、eye）とvision（洞察力、先見の明、未来像）を掛け合わせた造語。
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れる組立工程で、1台のロボットが作業を担当する場合、ロ
ボットが取る行動の組合わせの数は膨大になる。また、部
品の供給状況や組立ての手順の違いを考慮して、どの作
業を優先させるかを判断する必要があるため、ロボットの
行動シーケンスの種類は2170通りを超える数となる。技術
者がこれをすべて定義することは不可能であるため、実際
の工場を模した仮想工場をコンピューター上に構築し、強
化学習という機械学習手法を導入することでロボットの行
動シーケンスを計算した。これを実際の生産ラインに導入
し、組立ての状況に応じてロボットが自動で最適な行動を
取ることで、技術者の負担を軽減することができた。
（２）安全確保のための負荷低減
　サイバー攻撃監視システムに、トラヒックの中から異常
な状態検知にAIを適用した例が[3-2]、[3-3]である。OKIは
SOC（Security Operation Center）のアウトソーシング
サービスを提供しているが、危険なイベントの見落としを
減らすために、大量のアラートを出す傾向にあり、それを確
認するオペレーターの負担が増大している。そこでネット
ワーク機器の種別ごとの異常を検知する個別AIと、それら
の判定結果を総合的に監視する統合AIの二段構成として
誤検知によるアラートの数を削減している。また未知の攻
撃やシステムが出力した誤検知をフィードバックして再学
習することで検知精度を向上させている。これにより、サー
ビス品質を落とすことなくオペレーターの負担を軽減する
ことができる。
（３）サービス品質の向上
　特定業種の特定業務のお客様にとっては、印刷物その
ものが重要な役割や価値を持っている場合がある。OKIプ
ロ用プリンターのお客様にも特殊な媒体への印刷が目的
で機器を購入される場合がある。そのようなプリンターは
特殊な媒体への印刷を想定した製品ではあるが、想定して
いない未知の特殊媒体に対しては印刷設定パラメーター
の調整が必要となる。従来はお客様の要望に対してOKI
の技術者が現物を元に個別に調整していたが、対応に時
間がかかるなどの問題があった。[3-4]ではお客様が特殊
媒体に印刷し、その印刷品質の特性をAIにより診断するこ
とで、調整を自動化する取組みが紹介されている。

　IoTと関連づけて、最近のOKIテクニカルレビューのAIに
関連する記事を紹介した。紙面の都合上、過去の事例のす
べてを紹介できなかったが、その多くが具体的な製品やソ
リューションにAIを適用することでその価値を高める事例
である。今後もAIの最新技術を取り入れると共に、お客様

おわりに

のニーズや不満を統計的に明らかにする事例である。コー
ルの目的を分類するために、分類項目とそれに該当するロ
グ（文書）の例を機械学習することによって、新規のログが
何の問合せであったかを自動分類している。
　対話に関する技術は、本特集で他の適用事例とともに
具体的に解説している（「AI対話技術の特長と対話エン
ジンLadadie®の活用」）。
（３）異種データの組合わせによる業務高度化
　小売店舗の業務に特化したAIとして、複数種類のセン
サー情報（異種データ）を元にしたレジの混雑予測の事例
がある（[2-5]）。チェーンストアではレジでの会計待ちの行
列がしばしば発生することが課題になっている。これに対
し、画像により店舗入口での来店客の人数・属性（年齢や
性別）と各レジ前での待ち人数を計測し、これとPOSシス
テムから得られるレジの開閉情報などを集約・分析するこ
とでレジの混雑のタイミングを予測している。来店客の年
齢や性別、及び店舗によって買い回り時間の傾向が異なる
ことから、システム設置後のある一定期間、これらのデータ
を取得し学習することで店舗ごとのシステムパラメーター
を最適化する。ここでの人数計測属性の推定にも、先に紹
介したOKIの人物認識・顔認識技術を利用している。
　また、異種データを利用した事例として、本特集ではプ
ローブデータによる渋滞予測や交通異常検知を紹介して
いる（「ETC2.0プローブデータを利用した高速道の渋滞
予測・交通異常検知技術」）。

　生産性やサービス品質の向上を目的とした社内変革領
域のAI適用事例を表3にまとめる。

OKI

（１）生産効率化
　生産システムの自動化を目指し、組立て工程と搬送にロ
ボットを導入した例が[3-1]である。複数の製品が同時に流

社内変革AI

表 3　社内変革領域のAI 適用事例
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との共創を通して実課題を解決し、AIの社会実装を進展さ
せていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆◆
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